
2906A

様仕

機 械 落 径

機 械 厚 み

テ ン フ
゜
振 動 数

自動 巻 (手巻 装 置付 )

カ レ ングー (日 付 ・曜 日・ 曜文 字 和 英切 換機

構 ・ 日曜早修 正 装 置付 )

2) 特  長

●豊 富 な機 能 を有 した薄 型婦 人用 腕 時計

婦 人用腕 時計 と して の豊 富 な機 能 を有 し、

しか もムー ブ メ ン トの薄 型 化 を図 り、 デザ

イ ンバ リエ ー シ ョンの拡 大 を可能 と した婦

人用 実 用 時計 です。

●精 度 の安 定 した ムー ブ メ ン ト

定 評 あ るマ ジ ッ ク レバ ー 式 自動 巻 機 構 を

採 用 し、更 に高振動 (8振動 )の精 度 を徹 底 し

て追 及 し、安 定 性 の高 い もの と しま した。

●簡 単 な操 作 の 日曜修 正装 置

‐ リュ ウズニ段 目で左 右 回転 に よって 日曜

修 正 が で き、同時 に 、曜 日の和 英切 換 え も

簡 単 にで き ます。

●ア フ ター サ ー ビスの しや す い時 計

合理 的 た■設言+0こ よ り、 部 品数 をメこ「F」 0こ 肖リ

減 す る と共 に 、新 方 式 の ヒゲ外端 固定 構 造

の採 用 、線 バ ネの廃 止 な ど構 造 の単 純 化 を

図 り、 ア フ ターサ ー ビ ス を一段 としや す く

しま した。

3)分 解 0組立

分解は、図の番号①―① の順序で分解 して

ください。組立は、図の番号①―① の順序で

組立てて ください。

18.Omm

5.3mm

28,800回 //日寺

油一圧4)

図 中で次 の記 号 は 、油 の種 類 、量 、注 油 箇

所 を示 します。

●種  類

‐ メー ビ ス A

'秒

.メ
ー ビ ス V

聰 、 セ イ コー ウ オ ッチ 油 S-6

辣 セ イ コー ウ オ ッチ 油 S-3

0F日 の 箇 所 に は 、 絶 対 に 注 油 し な い で く

だ さい。

●注 ,由量

の 多め に

α>標 準 量

o極 く少 量

ムープメン ト裏
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2906A ヒゲ 外 端 固定 部 及 び使 用 ネ ジ ー 覧

ヒ ゲ 外 端 固 定 部 の 構 造

セ イコーが独 自に開発 したこの ヒゲ外端 固定方法 は、操作が大変簡単 で、 しか もヒゲの水平度が安定 して出せ る

非常 に修理性 の高 い構造です。

ゲ 持 受

…ヒゲ持 クサ ビの先 端 を ピンセ ッ トで押 して抜 きます

が 、図 の よ うに ポ リエ チ レンな どの袋 の 中で お こな う

と、 ヒゲ持 クサ ビの飛 ば しを防 止 で き ます。

ポ リエ チ レ ン 袋

使 用 ネ ジ ー 覧 表

2906Aに 用いられているネジは、次の 7種類です。

ヒゲゼ ンマ イの 固定 は 、下 図 の よ うに ヒゲ外端 が ヒ

ゲ持受 のイ員」面 に一致 す る よ うに組 み込 み ます。 固定 を

確 実 にす るため 、強め に押込 ん で くだ さい。

Qグ

嘔ヽ _

,形   り1大 部 品番号 名称 (共通 関係 ) 形   状 部 品番 号 名称 (共通 関係 )

Ы 022 257 ガン ヌキ押 エ ネ ジ
022 490 回 転 錘 ネ シ

伝 工 受 ネ ジ (2本 )

写 022 282

日 ノ裏 押 エ ネ ジ

日車 押 エ ネ ジ (3本 )
022 764 文 字板 止 ネ ジ (2本 )

曹
022 470

一番受 ネ ジ (2本 )
二番受 ネ ジ

ア ン クル受 ネ ジ

テ ンプ受 ネ ジ

秒針 カナ押エバ ネネジ

1 側 止 ネジ (2本 |

|(無 い もの もあ ります )
022 421
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2906A カ レ ン グ ー 機 構
て

①秒・分・時針
曜 車 押 工

⑤

曜 車 押 ェ の 取 り付 け 方

取 り は ず し方

―

―●取 り付 け方
曜車押 工の割 込方 向 に ピン

セ ッ トを合 わせ て 、上 か ら
押 し込 ん で くだ さ 0ヽ。

●取 りはず し方

曜車 押 ェの割 込

部 の溝 に ドライ
バ ー を入れ て

t_

印 の よ うに こ じ

あげて くだ さい。

(Ξ)文
字板

④疇板受リング

⑥曜

⑨日車

⑩筒車

(3)日
車 押 エ

●取 り付 け方

日躍制 レバ ーーのり毛吉Бを ドラ

イバー等 で押す と 日車 の取

り付 けが容 易 です。

賽
●夕●

t

曜修 正伝 工車へ の

注 油 はお こなわ な
いで くだ さい。

一

①

⑫

嘉菫         |

日曜 送 車

カナ
⑬

日躍制 レバ ー は 、地 tFRに 打込 ん で

あ りますか ら、取 りはずせ ませ ん。

《2)文字板止ネジーーー
j7
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2906A 自動巻機・脱進・調速機構

ネジ (2本 )

⑭

⑮

①

①

②

④

回転錘ネジ                       ●

[ヨ車云G垂

伝 工 受

伝 工 受

⑩マンノク~
げ

テ ン プ 受

ヒゲ 持 ク

(分解時の注意 )

ア ン クル受 の取 りはず し前 に

下 図の要領 でゼ ンマ イを戻

して くだ さい。

リュ ウズをゼ ンマ イ巻 き方向 にわ

ずか 回 し、 コノヽ ゼ レノヾ ― を ピンセ
ッ トで ―番受 の 矢印方 向 に回転 さ

せ 角穴車 との噛 み合 いをはず し、手

でゆ っ くり回転 させ てゼ ンマ イを

巻 戻 します。

CI)ア
ンクル受ネジ

(I)ア
ンクル受

②アン″レ

伝 ェ 車

(])

″ヾ一押工①
(分解時の注意)

●レバ ー押 工の はず し方

ピンセ ントで こ じ上 げ る。

―●レ
バ ー押 工の取 り付 け方

ピンセ ッ トで上 か ら押 し込 む。

(組立時の注意 )

伝 工受 を軽 く押 えなが ら、 ピンセ
ントで マ ジ ンクレバー を静 か に押

し広 げ 、伝 工 車に噛 み合 わせ ます。

・(必要 以上 に広 げ る と折 れ 、変形
の原 因 とな ります )

テンプ
②

偏心 ピンの注 油

は ピンの頭 に油
が の らな い こ と。

テ ン プ 受 ネ ジ

④
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2906A 輪  タリ

|

(])一
番 受

⑫ンヽゼい

―コノヽ ゼ レバ ーの バ ネ音6を ピンにり|

掛 け 、 コノヽ ゼ 車軸 を穴 に押 し込 み
ます。

①

二 番 受 ネ ジ

(I)二
番

岬
~~~~~堀力却エバネネジ④

―術カナ押エバネ④
(分解組立時の注意 )

(1)秒針 カ ナ 押 エ バ ネ を 変 形 さ せ ま

す と秒針 のふ らつ きや 、振 り落
ちの原 因 とな ります の で 、注 意
して くだ さい。

(2)T・
j/針 カリ押 エバ ネは 、 凸部 を上
に して組込 み ます。

f・

Rttil'

①

①
①

①
①

角 穴 車

四 番 車

三 番 車

香 箱 草

⑩

二 番 車

①

コハ ゼ 機 構 の 作 動

〔手巻 時 〕   〔自動 巻 時 〕

リ ュ ウ ズ  回  転  錘
↓      ↓

ツ ヅ ミ 車   マ ジ ッ クレバ ー
↓       ↓

丸 穴 車 伝 工 車

左 表 の よ うな経 路 に よっ てゼ ンマ

イは巻 き上 げ られ ます が 、 饉,き _Lげ
を停 止 す る と、ゼ ンマ イの戻 り力 に

よって前 の経 路 を逆 転 しよ う と しま
す。 この と き、 マ ジ ッ ク レバ ーがイ云
工車 の逆 転 を阻止 し、 また 、 自動 巻
部 を取 り除 い た後 は 、 コハ ゼ 車 が 角
穴 車 と突張 って角 穴車 の逆 転 を阻 止
します。 これ に よっ て ゼ ンマ イの戻
りを防 止 します。  

‐

なお 、ゼ ンマ イの巻 戻 しをす る と

き
`ま

、 自動 巻 部 を取 りは ず した際 コ
′ヽ ゼ レバ ー の 凹音Бを ← F「方 向 にオ甲
し込 み 、 コハ ゼ車 を角 穴 車 か ら

`印方 向 に はず して お こな い ます。

ヽヽヽ
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2906A 切換機構

①

①
巻 真 を 3段 目に引出 した状 態 で 、
下 図 の よ うに、 ピンセ ッ トで カン

ヌキバ ネ を押す と組 立や す くな り

ます。

―⑩胸規制―

カンヌキ

オシ ドリ

オシ ドし

ン`ゾ`ミ葺

日 ノ冨討甲エ ネ :

日 ノ 裏 押 エ

―
)

日ノ裏 押 工で切 換 車 を先 に押 えて

お くと、 カ ンヌキバ ネ・ カ ンヌキ

が 組 立 がや りや す くな ります。

tr

r・I赫 〕

揺 動 規 制 レ ノヾ -0こ 注 ツ由を す る と 4多

正 車 の 作 動 不 良 に な り ま す の で 、

注 ツ由ιま糸色対 し な 。ヽ
~く / さ い 。

⑩

①

⑫

①

(分解時の注意 )

切 換 車

①

切 換車 を洗浄 液 の 中で洗 うこ とは避 け 、洗

浄液 を浸 した フキ ン等 で汚 オLを 拭 き取 って
くだ さい。

(修正 車が プ ラスチ ックで あ り、洗浄 液 に
よる万一 の変質 を防 止す る。)

(組立時の注意)

下 図の よ うに 、注 油 マー クに従 が

い 、S-6油 を必 らず注 7由 して くだ
さい。(修正 車 の動 きを良 くし、 日
曜修 正 を確 実

`こ

す る。)

キ チ 車

①

真①

心、
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2906A ヵレングー機構

リュ ウ ズ通常 位 置 (ゼ ンマ イ巻 )

キチ車 とツヅ ミ車 が噛 み合 って お り、

ユ ウ ズを回す とゼ ンマ イが巻 か れ ます。

リュ ウ ズを三段 目に 引 き出 した位 置 (時刻 の セ ッ ト)

切 換 車 が カ ン ヌキバ ネに才甲さオ■、 /Jヽ鉄 イ云 T車が 、 日
ノ裏 歯 車 に噛 み合 い 、 こ こで リュ ウ ズ を回す と針 が 回

ります。
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